
前回（第３回）からの変更点

１．前回（第３回）有識者懇談会の意見と対応方針 （資料３）
◆主な項目
①はじめに ・・・・意見等を踏まえ修正 （資料５）

②中間整理案 （第１章から第４章）
・グローバルな防災戦略について、項目を追記。（資料５ 第４章第２節３ Ｐ５９ ５行目）
さらに、「事前の防災投資」「より良い復興」の項目を追記。（第４章第２節２（１） Ｐ５６ １０行目、１６行目）

・海外から人を集める環境整備として、「居住環境及び子弟の教育環境の整備」の項目を追記。
（第４章第５節１（１）Ｐ８６ ２９行目）

・「地域づくり協働体」「中間支援組織」「地域づくりコンソーシアム」の再整理を行い、「地域づくり協働体」
を「地域づくりコンソーシアム」に統一。（第４章第７節２(３) Ｐ１１６ １９行目）

・さらに、防災等の項目を他の項目に移動。
「多様な主体の連携による被災地の復興促進」の項目を第７節から第１節１（２）（Ｐ４３ １０行目）
及び「地域防災力の向上」の項目を第２節２(１)（Ｐ５５ ２６行目）に移動。

③広域連携ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（骨子案） （第５章）
・「東北圏における歴史・伝統文化、自然環境の保全・継承ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」
を「東北圏における自然環境の保全・継承ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」に変更。（Ｐ１５１ １４行目）

・さらに、「歴史・伝統文化の保存・継承」の項目を「「四季の魅力溢れる東北」を体験できる
滞在型観光圏の創出ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」へ移動。（Ｐ１４０ １４行目）

２．広域連携ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ骨子案を基に計画原案(素案)を作成。 （資料５）

３．他圏域との連携強化のためﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを追加。
「首都圏・北海道・北陸圏との連携強化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」 （資料５ Ｐ１５４ ２０行目以降、資料６ Ｐ２７）

４．東北圏の各市町村へ計画提案を求め、６市より１９項目について提出。 （資料４）

５．東北圏の将来像 キャッチコピーについて、再整理を行う。 （資料７）

資料２


